
令和７年度の取り組みと成果 

相模原市立横山小学校 

 

 

 

 

 

 

 

（１）具体的な取り組み 

  ① 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 

   ・校内研究で「数学的な見方・考え方」を働かせ、つけたい力を明確にして授業改善を行う。 

・生活科、総合的な学習の時間を中心に、体験的な活動を重視するとともに、児童の発想を生か 

した探究的な学びを推進する。 

・児童の特性や学習進度に応じて指導方法や教材等を工夫し、指導の個別化を図る。 

 

②  自ら学ぶための基礎の定着 

・朝活動を活用して「算数マスター」「国語マスター」を行い、学習の定着を図る。 

・学校図書館の積極的活用と読書活動の推進、「多層指導モデル MIM」の積極的活用により、言 

 語能力の育成を図る。 

・２年生で放課後学習を行い、児童の特性や発達段階に応じた学習の定着を図る。 

 

③ 自主的・自発的な学びの促進 

   ・３年生以上に「自学習ノート」を取り入れ、自ら計画をたて、課題克服や発展した学びにつ 

    ながるように指導を行う。 

   ・２年生の放課後学習では、自分で学び方を選び、自学習する習慣づくりを行う。 

 

  ④ 「幼児期の学びを小学校の学びにつなぐ」幼保小連携の推進 

・連携園４園が参加する幼保小連携会議を年３回行い、交流を計画、実施するとともに「架け 

 橋期のカリキュラム」を完成させる。 

 

（２）成果と課題 

  ① 児童アンケート結果より 

  問２ 学校の授業はわかりやすい        問３ 自分で考えて進んで学習、活動している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年度 重点目標とその取り組み 

 

重点取組１ 「自立した学び手の育成」 

 

重点目標  「ワクワクを見つけて 自分の力で 粘り強く取り組もう」 
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 問２の学校の授業はわかりやすいで「そう思う」答えた割合は 3.3％アップしたが、問３の自分で

考えて進んで学習、活動しているは、3.4％ダウンしている。児童については、「教えてもらう」こと

の満足度は高いが、「自ら動く」意識が低下していると考えられる。 

 

 ② 保護者アンケートの結果より 

問２ 学校の学習内容が身についている        問３ 家庭で自分から学習に取り組んでいる 

 

 

 

 

 

 

 

一方、保護者については、問２学習の内容が身についているで「そう思う」と回答した割合は９％

の大幅アップ、問３家庭で自分から学習に取り組んでいるも肯定的な回答が７％アップとどちらの問

いに対しても肯定的な回答が増えており、保護者については、成果を感じている結果となった。 

 

 

 

（１）具体的な取り組み 

  ① 児童支援専任を中核とした校内支援体制の活性化 

  ・計画的にケース会議を行い、組織として児童の支援を行う。 

・個に応じた指導の充実を図る。（レインボールーム、よこやまルーム、放課後学習） 

  ・児童アンケートと個別面談を学期に１回行い、いじめの早期発見に努める。 

 

 ② 異年齢交流の活性化 

・異学年交流の「横ニコ活動」を定期的に行い、交流を深める。 

・１年生は生活科で近隣の園の園児との交流を年に２回行い、下学年はあこがれや次年度 

の見通しがもてるよう、上学年は先輩としての自覚がもてるようにする。 

   

③ 人権教育の推進 

・職員は、ポジティブ行動支援を心がけ、児童のよい行動をもめ励ますことを心がける。 

・講話朝会、児童集会、福祉ふれあい委員会の活動等で「人権」をテーマにした取組を定期的に  

行い、児童の人権感覚の涵養に努める。 

 

（２）成果と課題 

① 児童アンケート結果より 

問5 友達のことを思いやったり、優しくしたりしている  問８ 学校の先生は一人一人を大事にしている   

 

 

 

 

 

 

 

重点取組２ 「認め合い高め合う 仲間づくり」 
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問５の友達のことを思いやったり優しくしているでは、「そう思う」の回答の割合が 2.8％ダウンし

ている。自由記述欄にも「悪口をなくしたい」「ふわふわ言葉を増やしたい」との回答が目立った。一

方、問８では、「そう思う」と回答した割合が 2.9%アップし、肯定的な回答が 90％を超えていること

から、教員との信頼関係は構築されていると考えられる。 

 

 ② 保護者アンケートの結果より 

問5 お子様は人を思いやる心や優しい態度が育っている  問９ 学校は一人一人の個性を大切にしている 

 

 

 

 

 

 

 

 問５、問９ともに、「そう思う」と回答した割合がアップした。特に、問９の学校は一人一人の個性

を大切にしているでは、8.8％もアップし、一定の取組の成果があったと考えられる。 

 

 

 

（１）具体的な取り組み 

  ① 教科担任制による連携 

  ・教科担任制を高学年で取り入れ、学年の担任全員で学年の児童を指導することを徹底し、児童 

の個性の伸長と働き方改革に努める。 

② コミュニティー・スクールの活用 

 ・生活科、総合的な学習を中心に、児童の学びを地域へと広げる。 

・地域の方に協力をいただき、児童が安心安全に活動できるように努める。 

 

（２）成果と課題 

  ① 児童と保護者のアンケート結果より 

児童（問11）保護者（問14） 学校や先生は、地域の人と協力して学校をよくしようとしている 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティー・スクールは今年度からの取組であったが、児童も保護者の回答も「そう思う」「ど

ちらかといえばそう思う」と回答した割合が 90％を超えた。特に児童の「そう思う」の回答が 60％で

あったことから、学校生活の中で児童の実感として取組が高く評価されたと考えられる。 

 

 

 

 

 令和７年度の取り組み・成果のまとめ 
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重点取組３ 「チーム槙山としての組織力・総合力の向上」 
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重点取組１ 「自立した学び手の育成」 

 



□取り組みについて 

 授業改善の取り組みや朝活動、教科担任制等、チームによる学習支援を行ったことにより、児童の

学習意欲に高まり、基礎的な学習の定着につながってきていると捉えている。一方で、自分で主体的

に学びを進めるためには授業改善や環境の整備、家庭への協力のお願い等、工夫が必要である。 

 今年度の取り組みは「さらなる改善が必要」といえる。 

学校運営協議会より 

 不登校支援ルーム「よこやまルーム」の取組や２年生の放課後教室に、高い評価をいただいた。 

□成果について 

 児童の主体性の高まりや学習の定着は、成果として表れてきているが、個人差が大きいことが課題

である。今後は、個に応じたきめ細やかな取り組みや家庭学習の充実もさらに必要だと考える。 

 来年度に向けて「さらなる成果が求められる」といえる。 

  

 

□取り組みについて 

 チームとして児童一人一人にあった多様な支援を早期に行い、学校が安心安全な場所となるように

取組を強化して行った。 

「横ニコ」の活動は、特別活動にねらいに合わせた見直しを行ったことで充実した活動となった。

近隣の園児との交流では、相手を思いやって行動する姿が多く見られ、学校全体が温かい雰囲気に包

まれた。  

今年度の取り組みは、「成果が認められる」といえる。 

学校運営協議会より 

 個々に対応した多様な取組、異学年交流の取組に評価をいただき、今後もさらに推進してほしいと

意見をいただいた。 

□成果について 

 個々に応じたチームとしての取組は、不登校の未然防止にもつながり、成果を感じている。「横ニ

コ」の活動も見直しを図ったことで、より教育的効果の高い内容となった。 

一方で、児童からは、「ちくちく言葉をなくして、ふわふわ言葉をふやしたい」という意見も多く寄

せられ、今後は、児童会活動を活性化することで、改善できるよう働きかけたい。  

来年度に向けて「さらなる成果が求められる」といえる。 

 

 

□取り組みについて 

 ５、６年生は教科担任制で授業を行い、チームとして児童一人一人にあった指導を行った。また、

コミュニティー・スクールを導入したことにより、地域との連携のしくみを整理し、今まで以上に地

域と連携して授業を行うことができた。 

今年度の取り組みは、「成果が認められる」といえます。 

学校運営協議会より 

 この１年間でコミュニティー・スクールと地域学校協働本部の取組が大きく進んだことに評価をい

ただき、今後もさらに推進してほしいと意見をいただいた。 

□成果について 

学校運営協議会委員の方の協力により、児童の学びが地域へと広がった。また、１月には、地域学

校協働本部「わくわく横山」も立ち上がり、児童の登下校時や登校支援ルーム「よこやまルーム」の

見守り、授業のサポート、放課後教室「わくわく」の運営等多岐にわたり、協力をいただき児童の安

心安全と活動の幅が大きく広がった。 

来年度に向けて「さらなる成果が求められる」といえる。 

重点取組２ 「認め合い高め合う 仲間づくり」 

 

重点取組３ 「チーム槙山としての組織力・総合力の向上」 

 


